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研究成果の概要（和文）：

本研究は、戦前・戦中の日本で、量子力学が移入され、原子物理学の研究伝統が形成されて
行く過程と、それがなされた制度的、社会的、そして文化的な背景を明らかにした。とくにこ
の過程で重要な役割を果たした仁科芳雄についての伝記的調査を行った。

研究成果の概要（英文）：
This study has illuminated the process in which a research tradition of nuclear physics

was established in Japan through the introduction of quantum mechanics, and the
institutional, social and cultural backgrounds against which this process took place. In
addition, it carried out biographical researches of Nishina Yoshio, who played a critical role
in this process.
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１．研究開始当初の背景
湯川秀樹、朝永振一郎、最近の南部陽一郎、

小林誠、益川敏英らのノーベル賞の受賞がそ
の一端を示すように、日本には原子物理学の
強い伝統が存在し、その存在が比較的広く知
られているが、なぜ、そしてどのようにして、
日本がこれらの分野に特に強くなったのか、
という問題に対して、今のところ日本の科学
史は十分な回答を与えていない。
申請者は、日本での現代物理学の歴史につ

いて研究を続けており、とくに仁科芳雄の役
割を中心として、量子力学の移入にともなう
原子物理学の日本での創始について、2002
年に Harvard 大学において学位論文を提出
し[1]、国際科学史学会若手科学史家賞を受賞
するなど、高い評価を得、その成果の一部分
は発表した[2]。しかしながら、その後幾つか
の他の研究プロジェクトに関与せざるをえ
なかったため、この研究を継続し、公表する
機会を得られずにいた。
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その間、江沢洋氏らの献身的な努力により、
2007 年に『仁科芳雄往復書簡集』全３巻[3]
が完結し、また申請者も分担者として参加し
ている湯川、朝永、坂田の資料整理のプロジ
ェクトが始動するなど、この分野の歴史的研
究を行うための条件が整ってきた。

他方、近年、韓国の科学史家によって、仁
科芳雄の英文の評伝[4]が刊行されたが、残念
ながら、これは主として著者の能力不足によ
り、学問的に不満足な内容を持つものでしか
なく、このような著作によって日本の物理学
の歴史が記憶されるのは大きな問題である。
そもそも日本の物理学史に関しては、種々の
回想録や、長岡半太郎についての傑出した伝
記[5]や、湯川秀樹についてのいくつかの評伝
を除けば、伝記に関しても日本の物理学史全
般に関しても、その重要性に比べて、英語・
日本語でも、比較的少ない文献しか発表され
ていない。 本研究は、まず日本の原子物理
学研究の初期に光をあてて、上のような欠落
を埋めようとするものである。
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２．研究の目的

本研究は、日本における原子物理学の成立
を歴史的に調査し、なぜ日本で有力な原子物
理学の研究グループが成立しえたのかを解
明しようとするものである。とくに、つぎの
点に重点をおく。
（１） 1920 年代までの日本の物理学のお
かれた制度的、社会的、文化的状況。
（２） 1920年代終わりから30年代の量子
力学の日本への伝播についての多角的分析
（３） 1930 年代、量子力学伝播後の、日
本における原子物理学者集団の形成と発展
（４） 1930 年代後半から 1940 年代前半
までの、量子力学の思想のより広い反応と受

容
（５） 1930 年代後半から 1940 年代の、実
験的研究の展開と、原子物理学者の軍事研究
への関与。

３．研究の方法
本研究は、文献資料に基づく、歴史学的個人
研究である。従って研究活動には、以下のこ
とが含まれる。
(1) 文書館等における未出版史料を中
心とする一次資料の調査・分析。
(2) 図書館等における戦前の出版物一
次資料の調査・収集・分析。
(3) 図書館等における過去の二次文献
資料の調査・収集・分析。
(4) 最近出版された物理学史あるいは
科学史一般の文献の収集・分析。
(5) 中間的な成果を発表するための学
会発表。
(6) 最終的な成果を発表するための学
会発表。
(7) 日本への量子力学の伝播と原子物
理学の確立に関する専門書（日本語及び英
語）の執筆。
(8) 仁科芳雄の前半生を扱う一般向け
の評伝（日本語及び英語）の執筆。

(1) 文書館等における未出版史料を中
心とする一次資料の調査・分析。
歴史資料の基本は各地のアーカイブズに保
存されている未出版の一次資料である。本研
究に関しては、次のアーカイブズが重要とな
る。
・ 理化学研究所記念史料室
・ 岡山県里庄村仁科会館
・ 京都大学基礎物理学研究所湯川記
念史料室
・ 筑波大学朝永記念室
・ 名古屋大学理学部物理教室坂田記
念史料室
・ Archives of the History of Quantum
Physics 等、国会図書館所蔵マイクロフィル
ム
・ Niels Bohr Archives, Niels Bohr
Institute, Copenhagen
・ University of Cambridge Library
Department of Manuscripts and University
Archives
・ Bankroft Archives (カリフォルニ
ア大学バークレー校)
これらの文書館での調査を最初の二年間の
間に行う。
(2) 図書館等における戦前の出版物一
次資料の調査・収集・分析

20世紀の科学史研究においては、一次資料



のかなりの部分を当時出版された書籍と雑
誌が占める。これらについては、国会図書館、
各地の大学図書館とオンラインジャーナル
での調査、および古書の購入によって収集し、
研究する。
(3) 図書館等における過去の二次文献
資料の調査・収集・分析

この分野に関して、過去になされた研究書
や雑誌論文を調査、収集、分析する。これも
国会図書館、各地の大学図書館とオンライン
ジャーナルでの調査、および古書の購入によ
って行う。
(4) 最近出版された物理学史あるいは
科学史一般の文献の調査

本研究は、国際的な科学史の研究成果、理
論的な課題の十分な理解のもとに、日本の科
学史上の題材を用いつつも、国際的な科学史
に対して貢献することを目標とするもので
あり、従って、題材としては直接関係がなく
とも、理論的な枠組みを論じるうえで重要と
される海外の科学史関係の重要な文献を収
集・分析する必要がある。理論的な文献は、
科学史そのものに限定されるわけではなく、
周辺分野、とくに社会学、人類学、そして哲
学などにおける科学の発展に関する理論的
洞察、とりわけ如何に異なる文化の間で、知
の体系と実践が伝達されるか、という問題に
対する様々な研究の成果を取り入れる計画
である。

４．研究成果
平成２１年度は、本年度は、次の資料館に
おいて調査を行った。京都大学基礎物理学研
究所湯川記念資料室、名古屋大学理学部物理
教室坂田記念資料室、国立国会図書館、東京
大学総合図書館及び駒場図書館、カリフォル
ニア大学バークレー校 Bankroft Archives、
アメリカ哲学協会、ケンブリッジ大学大学図
書館およびチャーチル・カレッジ・アーカイ
ブズ・センター。これらの資料館において、
日本の物理学者、とくに仁科芳雄の書簡や文
書、および書籍を中心に、戦前日本の原子物
理学に関する資料を収集または調査した。7
月末のブダペストにおける国際学会に参加
し、本研究成果の一部を発表した。国内資料
館としては、理化学研究所、仁科記念館、筑
波大学朝永記念室も調査する予定であった
が、イギリスに在外研究の機会を得たので、
イギリスでの調査を先に行い、これらの資料
館での調査は次年度に行うことにした。また、
日本の戦前から戦中の原子物理学に関す原
資料の書籍や論文および、日本の原子物理学
に関する二次文献の書籍や論文を収集した。
以上の資料調査と並行して、これまでの研究
成果から、成果物の執筆計画を策定し、出版
物とするための企画書の草稿を作成し、かつ
出版物の一部の草稿を執筆した。

平成２２年度は次の資料館において調査を
行った：国立国会図書館、東京大学総合図書
館及び駒場図書館、アメリカ議会図書館（オ
ッペンハイマー文書および I.I.ラビ文書）、
カリフォルニア大学バークレー校、ノースカ
ロライナ州立大学。これらの資料館において、
日本の物理学者、とくに仁科芳雄の書簡や文
書、および書籍を中心に、戦前日本の原子物
理学に関する資料を収集または調査した。
6 月のベルリンのマックスプランク科学史研
究所における量子力学の歴史についての国
際研究集会、ＨＱ3 に参加し、本研究成果の
一部を発表した。その発表内容に基づいてこ
の研究集会のプロシーディングズに論文を
投稿した。７月駒場での Society for Social
Studies of Science で、関連した研究発表を
行った。１１月にバルセロナで開かれたヨー
ロッパ科学史学会で、本研究の一部分を発表
した。また、日本の戦前から戦中の原子物理
学に関す原資料の書籍や論文および、日本の
原子物理学に関する二次文献の書籍や論文
の収集を継続した。以上の資料調査と並行し
て、出版物とするための企画書（出版社と交
渉するためのプロポーザル）を改稿し、かつ
出版物の執筆をすすめた。

平成２３年度は、最終年度であるので、執
筆作業を中心に行いつつ、落ち穂拾い的に、
資料収集を行い、かつ研究成果の発表も行っ
た。史料調査としては、岡山県立記録資料館
において、仁科芳雄の兄の残した書簡等の資
料が存在することが判明したので、それを調
査した。同時に生地である里庄町浜中の実地
調査を行った。この実地調査は、仁科芳雄の
幼少時の環境を明らかにすることの一環を
なすもので、周辺が江戸時代から現在まで続
く干拓事業によって拓かれた土地であるこ
とを実地で確認することを目的としたもの
である。学会発表としては、オハイオ州立大
学において、東アジア科学史の国際学会がひ
られたので、その機会を利用し、本研究の成
果を発表することにし、本研究のうち、とく
に物理学の「研究」が戦前の日本で行われた
背景についての研究発表を行った。出版物に
関しては、前年度のマックスプランク科学史
研究所における量子力学の歴史についての
国際研究集会、HQ3 において、本研究の一部
を研究発表したが、その内容を論文化してプ
ロシーディングに投稿したものがアクセプ
トされ、出版が決定した。これは本研究のう
ち、仁科芳雄の電気工学者としての出身と、
彼の研究の関係を論じたもので、電気工学と
物理学（フェリックス・クラインと仁科芳雄
によるいわゆるクライン＝仁科の式の導出
等）のテクニカルな内容を含むので、そのよ
うな内容の論文を出版することが可能な、こ



の国際学会のプロシーディングズに発表し
たものである。並行して、本研究の成果を著
書として出版する準備を進めた。

以上の調査と、これまでの研究から、戦
前・戦中の日本の原子物理学の発展において、
いかにして量子力学を中心として現代的な
原子物理学が移入され、研究伝統が形成され
ていったか、そして、それがいかなる制度的、
社会的、そして文化的な背景のもとになされ
たか、が明らかになった。とくにこの過程で
重要な役割を果たした仁科芳雄についての
伝記的事実を明らかにした。

より具体的には以下のような成果が得ら
れた。
（１）1920 年代までの、日本における物理
学、ないし自然科学一般をめぐる制度的、社
会的、文化的状況を明らかにした。とくに、
仁科芳雄の事例にみられるような、工学と物
理学の関係が現在想像されるよりもより密
接なものであることを示した。また 20 世紀
初めの日本の数理物理学の社会的役割や、戦
間期の若手物理学者の文化的状況を明らか
にした。

（２）1920 年代から 30 年代までの、日本へ
の量子力学の移入の過程。とくに、仁科芳雄
のヨーロッパ滞在と、アインシュタイン、ゾ
ンマーフェルト、ディラック、ハイゼンベル
ク、ボーアの来日、そして、量子力学関係の
書籍の翻訳、翻案などを通して、量子力学が
どのように日本に移入され、受け入れられの
かを明らかにした。

（３） 1920年代終わりから、1930年代の、
日本における量子力学伝播後の、日本におけ
る原子物理学者集団の形成と発展。量子力学
が日本の物理学者に受け入れられたのち、東
京や大阪、そして京都・名古屋で、原子物理
学者のグループが成立し発展していった過
程を明らかにした。

（４） 1930 年代後半から 1940 年代前半
までの、量子力学およびその思想のより広い
知識人層での反応と受容。量子力学が日本に
導入されると、次第に物理学者以外のより広
い範囲の知識人たちによって、関心がもたれ、
不確定性関係や相補性など量子力学の解釈
に関する概念につき、その哲学的・思想的意
義が、たとえば田辺元、西田幾多郎のような
哲学者や、石原純のような物理学者出身の科
学ジャーナリスト、そして仁科や湯川ら物理
学者自身によって議論されるようになった。
当時の文化的・知的状況において、いかにこ
れらの哲学的問題が議論され、様々な形で理
解されたのかを明らかにした。

（５） 1930 年代後半から 1940 年代の、実
験的研究の展開と、原子物理学者の軍事研究
への関与。1930 年代後半になると、理研の
仁科芳雄と大阪大学の菊池正士のグループ
を中心として、原子物理学における実験的研
究が本格化され、宇宙線の分野で成果を上げ
つつ、加速器の建設が進められていった。同
時に、科学研究に軍事色が濃くなってゆき、
間接、直接に物理学者が国防に関係する技術
に関るようになる。1940 年代にその傾向は
さらに強まり、とくに仁科芳雄は日本の原爆
開発計画である二号計画を率いた。この研究
では、原子物理学との研究との関係と、軍事
研究に物理学者が関ることの文化的・倫理的
観点からの分析を行った。
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